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lIVIa-4　　　媒染による絹布の藍染

小見山 二郎＊、関口 彩香＊、舘野 公妙子＊、樋口 麻里央＊＊

(＊実践女大　＊＊お茶の水女大・院)

【目的】竹内淳子著。藍Ｉ、ｎ、法政大学出版局('91,' 99) を精読すると、伝統的な藍染における

発色にカルシウム、マグネシウム､ 鉄、銅、アルミニウムなどの金属イオンが、晒､ 藍建て、泥染め、

洗いなどの過程で関与していた可能性が読み取れる。各過程での金属イオンの関与により濃色｡黒色、

緑色、紫色に染まることが記述の中に見え隠れする。紀元前４千年からの藍染の雁中の中で、経験的

に藍の媒染が試みられたことは充分想像できる。本研究では48 種類の金属塩を用いて。絹の藍染の

媒染を試みた。４種類の金属塩で藍の濃色、緑色、濃茶色、茶色の色相に染まることが分かった。

【実験】Mg、Ca、Cu( 、II)、Fe､Al 、他の48 種の金属の一価アニオン塩の0.1H 溶液で、一昼夜20 °C

で平織絹布を先媒染した。田中直製インド藍染液、発色剤等を用いた処方により染色したが､ ハイド

ロ建の合成インジゴによる染色も行った。染色物の後媒染の効果も調べた。

【結果】Mg、Ca、Fe、AI 塩などは効果m 忍められなかったが、銅(Ｉ)塩により顕著に濃色化するこ

とがわかった。銅(n) では濃色化は起こり難く青昧がうすくなった。Ce(Ⅲ)塩で先媒染すると、緑色

が勝った色相を得た。 Ag塩では濃茶色、Pd 塩では茶色(金属塩のみで濃黄)を得た。銅(Ｉ)塩媒染布

のK/S 値は、媒染しない染色布での650nm のピークが。２倍以上の値となると共に590nm に移った。

同時に400 ～450nm で右下がりの僅かな吸収が見られた。 Ce塩では、このピークはほぼ等しい波長で

少し高＜なったが､400 ～500 の吸収が現れ、400niiiでピークの3/4 で右下がりのパターンが重なる

ようになった。これは紫一青の反射力溺 くなっていることを示す。Ag、Pd では上のピークが消え、

右下りのパターンが主になった。このような変化は染料が紫外部に吸収ピークをもつ状態に変ったた

めと見なされる。堅牢度の変化と高いエチルメルカプタンの消臭性も報告する。

lMa-5　　　 輸入衣料品の染色堅牢度－その２

小見山 二郎、○勢畑 章子、関口 彩香

(実践女大)

【目的】現在国内で販売される衣料の68% は輸入品である。消費者の立場からは、それらの品質を

客観的に評価することが望ましい。染色堅牢度は衣類に対するクレームのうち最多の項目であるので、

昨年の報告に続いて本報では実際に市場で大量販売されている衣類を購入し、洗濯、日光、摩擦堅牢

度を調べた結果を翰告する。また洗濯による色落ち及び光照射による染料分解と色差の間の経験的な

関係を指摘し、衣料品の変退色が起こる要因を考える。

【実験】大量販売されている衣料品を購入し、上記の堅牢度を常法に従って調べた。洗濯温度は40 、

70°C。ガードナー社製色差計で色差を測定した。目測による変退色の等級付けも行った。

【結果】ユニクロ他で購入した衣類を蛍光増白剤を含まない市販洗剤で洗濯した。目視による等級付

けは信頼できなかったので、∠E 値から等級付けを行った。洗濯堅牢度は全般に良好だったが、移染

が見られるものもあった。今回のサンプルは洗濯により濃色化したものが多かった。衣類の縮みがそ

の主な要因であった。摩擦堅牢度、特に湿潤時の移染に問題のあるものが過半数を占めた。前報と同

様に∠E と{1 －(K/S)r } (X)( 洗濯、光照射による染料の脱離。分解の割合) の関係を見ると∠E＝

ax＋̂b の関係が成立した。この関係は濃色化の場合にも成立つ。しかしこの関係に従わない変退色も

あり、用いられた染料の性質との関係をより詳しく調べる必要がある。衣類の変退色は、素材､染料、

染色法および後処孫、洗濯他の使用条件に起因する。前報の結果も含めて。変退色の主因を考える。
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